


ガバナンス

内部通報窓口制度（スマイルメール）と外部相談窓口の設置

　人権に関する問題（ハラスメントなど）やコンプライアンスに
関する問題（法令や社内規程違反、企業倫理や社会的規範な
どの問題）に対して、全従業員が匿名で相談・通報できる専用
の内部通報窓口（スマイルメール）を設置し、不正行為などの
早期発見と是正を図っています。また、ステークホルダーが意
見・要望・苦情などを申し立てることができる外部相談窓口を

提　案 苦　情 要　望 意　見

ハラスメント相　談 いじめ情　報

守秘義務と相談者保護の優先
知り得た情報に関し守秘義務を負う

構成員と相談者

相談者が不利益を被らないように
最大限の注意を払う

第三者に開示する必要があると判断する
ときは相談者の意思を尊重し相談する

相談窓口 ／ メール

対応部署 ／ 担当部長

第三者 ／ CSR 推進委員会

課題解決問題提起

Webサイトに設置しています。
　2023年度の利用件数は、SMICグループ全体で13件（コン
プライアンス違反に当たらないものも含む）で、相談窓口とし
て有効に活用されています。相談については社内規定に基づ
き、慎重に事実関係を調査した上で適切に対処しています。
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品質マネジメントシステム認証取得
千住金属工業グループ（国内・海外）の製造拠点において、

下記の国際規格を取得しています。
・ ISO9001（22拠点）　・ IATF16949（18拠点）

お客様とともに

品質・安全性方針
1  関連法規制および顧客要求を遵守し、品質や安全性に配慮した製品・サービスの供給を通して顧客満足の向上を図

ります。
2  定められた品質マニュアルに従って、品質マネジメントシステムを構築し、実施し、維持するとともに、その有効性を

継続的に改善します。
3  品質方針・品質目標を定めて活動するとともに、定期的にまた必要に応じてレビューし、マネジメントシステムの改善

の機会（間隔、頻度、場面）についての評価も行います。
4  品質マネジメントシステムの変更の必要性も評価し、変更が必要な場合は、経営の理念に照らして適切性を維持する

ためにレビューします。

品質向上への取り組み
千住金属工業グループでは、納入・工程・受入における不具

合をなくすために、年間の品質活動計画を策定し、各部門が目
標設定し不具合の削減に取り組んでいます。不具合が発生し
た場合は再発防止対策をまとめ、分析結果を次年度の改善計
画に落とし込み、継続的にPDCAサイクルを回すことで品質改
善を行っています。グループ全体の品質レベル向上を目的に、
海外工場の定期的な品質監査を実施しています。

製品含有化学物質管理
人体や環境の保護などを目的とした欧州の化学物質規制

法であるRoHS指令とREACH規則に対応するため、環境マネ
ジメントシステムに基づいた化学物質の管理を行っています。
専属者によるチーム体制を敷き、当社製品に関する化学物質
調査の対応をしています。

REACH規則においては、取り扱う化学物質の本登録を完了
しており、購買先様からのSDSを入手し、第31条および第32
条に基づきお客様へ情報を伝達しています。また、GHS（化学
品の分類および表示に関する世界調和システム）に適合した、
SDS・GHSラベルをお客様に提供しています。

品質監査
千住金属工業グループでは、グループ会社を含む国内製造

拠点と営業拠点において、IATF16949認証に基づく内部品質
監査を、はんだ部門と焼結部門でおのおの年2回行っていま
す。さらに、国内と海外の全ての製造拠点を対象に、定期品質
監査を年1回行っています。

品質管理における不正の防止
千住金属工業グループでは品質管理における不正防止のた

め、1972年に関連会社である産業分析センターを設立し、一般
的に自社で行う検査・分析工程を第三者機関である産業分析セ
ンターが行っています。その分析結果を基に合否判定すること
により、検査工程における不正や偽装を防いでいます。

顧客満足度向上への取り組み
千住金属工業グループでは、顧客満足度向上に努めていま

す。お客様への提案や共同開発、技術セミナーや技術交流会、
営業活動や技術革新の向上に励んでいます。それらを評価い
ただき、2023年度は下記の賞をいただきました。

株式会社デンソー : 
信頼賞

Intel Corporation：EPIC 
Outstanding Supplier 
Award

Panasonic System 
Networks Malaysia Sdn. 
Bhd. : Best Supplier Award

千住金属工業グループは、品質・安全性方針を定め、お客様に安心して製品をお使いいただくために、
製品のライフサイクルを通じて品質の向上に取り組んでいます。

製品の品質・安全確保

基本方針
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購買先様とともに

1 千住金属工業株式会社 「品質・安全性方針」

2 千住金属工業株式会社「環境方針」

3 千住金属工業株式会社「購買方針」

4 千住金属工業株式会社「購買先様に求める基本姿勢」

5 納入品に対して配慮いただきたいIATF16949 の要求事項

6 納入品に対して配慮いただきたい環境管理上の要望事項

購買先様に求める基本姿勢
持続可能なサプライチェーンの構築とサプライチェーン全

体におけるリスクを可能な限り排除することを目的として、
IATF16949・ISO9001・ISO14001要求事項とRBAが規定する
サプライチェーン・アセスメントのガイドラインを参考に法令・
社会規範の遵守や緊急事態発生時の事業継続と復旧計画の
推進など14項目の「購買先様に求める基本姿勢」の遵守をお
願いしています。

1 法令・社会規範の遵守

2 人権・労働への配慮

3 安全衛生への配慮

4 贈収賄の禁止と公正取引

5 健全な事業経営

6 品質・納期・安定供給の提供

7 非常事態への備えと事業継続

8 環境への配慮

9 責任ある鉱物調達の推進

10 VE（Value Engineering）活動の重視

11 情報提供の重視

12 情報セキュリティ

13 反社会的勢力との関係排除

14 社会貢献

CSR調達方針
千住金属工業グループは、調達に関する法令と経済産業省

の自動車産業適正取引ガイドラインを遵守し、購買方針として
の基本姿勢（購買先様に対して礼儀を重んじ、公平かつ誠実な
調達を行う）と、購買先様との取引におけるCSR調達方針を定
めています。

CSR調達への取り組み
千住金属工業グループでは、調達部門および関連のある開

発・製造部門が、年間計画に従い国内外の購買先様への監査
を実施しています。2023年度も、国内外の購買先様にサプライ
チェーン・アセスメントにご協力いただき、問題のないことを確
認しました。

また、購買先様と双方向での訪問と説明会およびWebでの
ミーティングを行い、コミュニケーションの活性化に努めてい
ます。

責任ある鉱物調達への取り組み
2011年1月にRBA（Responsible Business Alliance）に加

盟し、電子業界のお客様と密接な関係を構築してまいりまし
た。2014年からはRMI （Responsible Minerals Initiative）
会員として、製錬所に対しRMAP（Responsible Minerals 
Assurance Process）の受審と第三者認証取得を積極的に
働きかけ、2015年2月に調達先の製錬所が全てRMAP認定
されています。また、EUの紛争鉱物規則に関しても、欧州の
グループ会社であるSenju Metal Europe GmbHとSenju 
Manufacturing Europe s.r.o.においてサプライチェーンポリ
シーを定め、対応しています。

千住金属工業グループでは、「責任ある鉱物調達」のため、
紛争やテロリズム、児童労働などの人権侵害に加担する個人
や団体との取引を禁止しています。引き続き全ての調達先製
錬所にRMAP認定の更新を呼びかけ、安心で安全なサプライ
チェーンの持続を目指していきます。

SECTION  03 価値創造の基盤
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調達を通じた社会への貢献と、購買先様との良い関係の構築のため、調達コンプライアンスを遵守し、安心
で安全なサプライチェーンの確立に取り組んでいます。

調達活動

基本方針

従業員とともに

人権の尊重

　千住金属工業グループでは、CSR基本方針およびCSR実践
目標において、人権と労働に関する方針と目標を定め、経営の
理念にある「実力・誠実・闘魂」を抱き、生き生きと働ける環境づく
りに取り組んでおります。
　また、ハラスメントや差別は絶対にあってはならないという考
えのもと、「ハラスメント差別防止教育」を行い、従業員に啓蒙し
ています。

　千住金属工業では、能力開発のための適切な指導と人材育
成への活用のため、人事考課および所属長と目標に対する成
果、課題を振り返る面談を年2回行い、社員の勤務成績および能
力を公平・公正に評価し、昇格・昇給・賞与に反映しています。ま
た、自己申告制度を設け、社員一人ひとりに仕事や職場環境に
ついて、どう考えどのように望んでいるのか年1回アンケートを
行い、社員がより一層活躍できるよう改善に取り組んでいます。

人権・労働に関する基本方針 公正な評価と自己申告制度

上級管理者

中級管理者

初級管理者

中堅社員

新入社員

階層別研修
集合研修 通信教育

職能別教育訓練 テーマ別・自己啓発 実地研修

マネージャー研修（上級編）

中堅社員研修

マネージャー研修（初級編）

新入社員フォローアップ研修

新入社員研修

考課者訓練
（新任）

実力管理者
コース（新任）

実力管理者
基礎コース（新任）

新入社員向け
通信教育

中堅社員上級編

中堅社員初級編 営業技術職
研修

はんだ付け
技能検定

営業職研修
上級編

営業職研修
初級編

OJTe-ラーニング 英会話 海外
拠点
技術員
研修

人材育成

　千住金属工業グループでは、全従業員が絶えず新しい知識
の修得に努め、広い視野を持って合理的な判断ができる人を
養成することを目指しています。教育実施規定に基づき効果
的なやり方を検討し、階層別研修や職能別教育訓練を実施し
ています。
　また、2020年度よりはんだ付けの品質・技能を知ることで自
社製品への理解とエンゲージメントの向上および新たな製品
開発につなげることを目的とした「はんだ付け技能検定」を実
施しています。社内はもとより、将来的にはお客様向けにはん

だ付けスクールを開催するなどの発展を目指し、千住金属工
業グループの新しい文化として根付くよう今後も取り組んでい
きます。

はんだ付け技能検定

教育支援制度
　千住金属工業では、意欲のある社員がより高度かつ先端の
知識や技術を修得し、先進的な製品開発につなげることを目
的とし、奨学資金支給制度により大学・大学院への進学を支援

しています。また、社員が自発的に自己研さんに励み、より高
度な技能や知識を修得することを支援するため、「特殊技能資
格取得に関する助成」を行っています。

千住金属工業グループでは、従業員は重要な財産であると考え、従業員一人ひとりの人権と個性を尊重
するとともに、多様な人材が成長し活躍できる職場環境の整備に努めています。

人材に対する考え方

基本方針
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　千住金属工業グループでは、従業員が仕事と家庭を両立し、
安心して仕事ができるよう、育児・介護休業法に基づいた育児休
業制度と介護休業制度を設けています。2022年10月の育児・介
護休業法の改正による出生時育児休業（産後パパ育休）制度に
伴い、育児休業の分割取得が可能となりました。当社でも育児
休業・産後パパ育休に関する相談窓口を設置し、男女ともに仕
事と育児を両立できる環境を整備しています。また、従業員の申
し出による労働時間短縮の措置を講じています。実際に小さな
子どもを持つ従業員の多くが利用し、子育てとキャリアを両立し
ています。　

　従業員相互の親睦を図ることを目的として、「千友会」による
班活動・レクリエーションを行っています。また、安全衛生委員会
とは別に、職場環境改善や就業上の安全などについて、従業員
を代表して会社に提起する「労務委員会」を設け、働きやすい安
全な職場の実現と会社の発展に寄与すべく活動しています。

仕事と家庭の両立支援

従業員相互の親睦および福祉の向上

従業員とともに

ゴルフ親睦会

これまで第一子、第二子と、なかなか育児に関われなかったので、育児をしたいとの思いがあり、第三子の誕生を機に4週間取得しまし
た。仕事とは違い慣れていない育児は想像以上に大変でしたが、上の子どもたちと一緒に過ごしたり、家族と向き合う時間がしっかり取
れました。また、妻の身体がつらい時期に寄り添えたこともありがたかったです。上司や同僚が快く受け入れて下さり、業務の引き継ぎが
スムーズに行える体制を敷いていただいたことに感謝しています。

産後パパ育休を取得して

TOPICS

関西事業所 中工場生産課 生田 拓海

同僚から産後間もない時期の育児の大変さを聞いていたこともあり、妻と相談し4週間取得しました。
所属部署でパパ育休取得は初めてだったこともあり、制度を理解するまでの戸惑いと育児休業を取
得することへのためらいは多少ありましたが、上司に相談した際に背中を押していただき、休業中は育
児に専念することができました。復帰後も仕事と育児が両立できているのは育児休業中に過ごしたお
陰だと感じています。上司を含め職場の方 よ々り支援をいただけたことに感謝しています。

本社 ハンダテクニカルセンター 研究員 中島 健太

健康維持
　千住金属工業では、法令に基づく健康診断および相談窓口設置などのほか、社員の私傷病の治療に関する負担を軽減するた
め、会社負担によるがん保険への加入や１カ月間に医療機関で発生した医療費の一部を会社が負担する制度を設け、社員の自己
負担を軽減しています。

労働安全衛生マネジメント
法令に基づき、各拠点で規模に応じた安全衛生管理体制を

敷き、年間計画書を作成し活動目標と重点活動項目を定めて、
計画書に従い安全衛生に取り組んでいます。

労働災害発生状況

安全衛生教育
安全衛生に関する知識と技能の習得のため、従業員に以下

の教育を随時行っています。

安全衛生方針
1  我々は労働基準法、労働安全衛生法に基づき安全衛生活動の充実を図り、快適な職場環境の形成を促進します。
2  会社は安全衛生管理体制を確立し、労働災害を未然に防止するために、必要な措置を組織・職制を通じて積極的に

推進します。
3  社員は法令および会社が定める規則を遵守し、労働災害防止と健康保持増進に努めます。

・雇入れ時教育訓練
・作業内容変更時教育訓練
・危険・有害業務従事者特別教育訓練
・職長教育訓練（職長教育訓練から5年経過した従業員を対象に

したリフレッシュ教育を含む）
・その他監督者安全衛生教育訓練
・危険・有害業務従事者に対する安全衛生水準向上のための 

安全衛生教育訓練
・有資格者への教育訓練（フォークリフト運転者など）

PFASへの対策 職場に応じたサポート

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

災害度数率 0 0 0 0.62 0

※労働災害度数率：休業（休業１日以上または身体の一部若しくはその機能を失う労働災害
による死傷者）労働災害件数／延べ実労働時間× 1,000,000

各種制度 頻度・期間 内容

健康管理

一般健康診断 1回/年 従業員に対し一般健康診断または生活習慣病予防健診を実施
また、希望者には生活習慣改善を促す指導を実施生活習慣病予防健診 2回/年

特殊健康診断 2回/年 法令で定める有害な業務に従事する従業員に対し、特別の項目について健康診断を実施
ストレスチェック 1回/年 アンケートを実施し、個々にメンタルヘルスケアへの気づきやアドバイスを提供

福利厚生
がん保険制度 25歳以上 がん保険に社員を加入させ保険料を会社が負担することで、社員の不慮のがん罹患による負担を軽減※
医療費会社負担制度 都度 社員の私傷病の治療に要する医療費の一部を会社が負担

その他 相談室利用 随時 産業カウンセラーによる職場や仕事に関する悩み相談の実施

　栃木事業所では、製造作業における有機フッ素化合物の作
業者への健康被害を予防するため、使用している作業場の隔
離と、作業環境測定および作業者の血液検査を行っています。
作業環境測定と血液検査の結果、欧州や米国の基準に対し問
題の無い範囲でした。今後も定期的に測定と検査を行い、従
業員の安全と健康の確保に努めていきます。

　製造工場では、夏場の熱中症予防として塩分補給食品の配
布や健康対策として牛乳の配布をするなど、従業員が健康・安
全に働けるようサポートしています。

千住金属工業グループは、安全衛生活動の充実を図り、労働災害を未然に防止するために必要な基本的
事項を明確にし、従業員の安全と健康を確保するとともに、快適な職場環境の形成を促進することを目的と
する安全衛生方針と安全衛生管理規定を定めています。

労働安全衛生

基本方針

千住金属工業グループは、仕事と生活の両立のための支援や従業員相互の親睦および福祉の向上のた
めの活動組織の運営など、従業員が生き生きと活躍できる職場環境づくりに取り組んでいます。
また、勤怠管理システムによる労働時間と在社時間の把握による長時間労働の抑制・指導など、従業員が
安心して働けるためのさまざまな対策・改善を行っています。

働きやすい職場づくり

基本方針

※がん保険については、すでにがんに罹患された方も加入可能な保険プランに移行し、通院して治す治療保障をカバーする保険に切り替えています。
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　ダイバーシティ勉強会では、ニーズや状況などに応じた研修
やセミナーを随時実施し、従業員の意欲向上を目的に毎回「従
業員同士の違い」に焦点を当てたテーマを定め、参加者が経験
や状況を話し合い、自分の考えやアドバイス、工夫を述べたりし
ながら「気づき」を得ています。また、従業員同士、従業員と会社
の相互理解を深め、より働きやすい環境を整える機会を得る場
としています。

　千住金属工業では、女性活躍推進法に基づき一般事業主行
動計画を策定し、女性の活躍推進に取り組んでいます。

女性の活躍推進

　千住金属工業グループでは、以前より障がい者雇用に取り組
んでおり、障がいのある方が安心して生き生きと働けるよう職場
環境を整備しています。

障がい者の雇用

　千住金属工業では、礼拝などの宗教的慣習にも使用可能な
スペースや、授乳期の女性従業員のための搾乳室など、多様な
人々が働きやすい職場環境を整備しています。また、宗教やジェン
ダー、障がいなど個 の々特性に基づく従業員からの要望を受け付
ける窓口を設置し、適切な配慮が取れる仕組みを構築しています。

多様性への対応

　ニーズや状況などに応じた研修やセミナーを随時実施し、従
業員の意欲向上を図っています。　

研修・セミナーの実施

ダイバーシティ勉強会の実施

ダイバーシティ

基本方針

千住金属工業グループでは、人種、性別、経歴、年齢、価値観、家族構成、生き方など、さまざまな「違い」を
尊重し、積極的に生かすことで、変化し続けるビジネス環境や多様化する顧客ニーズに効果的に対応して
います。また、従業員一人ひとりの可能性を信じ、能力が発揮できるよう、「幸せを感じ、より長く、安心して
働ける、働きがいのある職場を実現する」ことを目的に、ダイバーシティに取り組んでいます。

ダイバーシティ勉強会の様子

従業員とともに 社会貢献活動
文化・教育・地域交流

中村八幡宮例大祭 神馬奉納
栃木事業所　2023.9　

工場周辺の清掃
千住技研㈱　 2023.6 / 2023.12　39 名

工場周辺水路の草引き・清掃
関西事業所　2023.9　 22名

学校へ再生材の寄付
Senju Solder (Phils.) Inc.  　2023.10

フードバンク団体での作業支援
台灣千住電子股份有限公司　2023.7 / 2023.8　35 名

地元高校への手はんだ付け出張授業
関西事業所　2023.11

ガードレール清掃
千住電子工業㈱ / 千住スプリンクラー㈱　2023.6　76名

工場見学と環境学習会
栃木事業所　2023.7

献血活動
Senju Solder (Phils.) Inc. 　2023.2

地域清掃活動
韓國千住金属株式會社　 2023.12　9名

足立区障害者団体連合友愛会※では、東京都足立区内のさまざまな施設
で喫茶業務や売店業務を行い、日々障がい者の方々に働く場を提供してい
ます。千住金属工業本社社屋の一角にある喫茶「妙好」もその中の1つで、
足立区内の障がい者福祉施設に所属する知的障がいのある方々を受け
入れ、仕事を通し、社会とのつながりを持つ機会を提供しています。妙好で
の仕事を通し、一人で公共交通機関を使い移動する機会を増やし、電話連
絡、喫茶業務、パンの販売など一つひとつ細かい作業をこなすことで積極
性・自主性を養い、より高い社会性が身に付くようにサポートしています。

千住金属工業でもその活動に賛同し、本社ビルが現在の社屋に建て替
わった2005年以降、喫茶スペースの提供、光熱費の負担、社内打ち合わせ
時のドリンク注文などを通じて、その活動への援助を行っています。

喫茶「妙好」

※東京都足立区で視力障がい、聴覚障がい、手足の障がい、知的障がい、事故・病気などによる中途障が
いのある方とそのご家族の団体が集まり、お互いの障がいへの理解、親睦と働く場の提供を目的に約
40 年前に作られた団体
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社会貢献活動
文化・教育・地域交流

自然環境保全

障がい者チャリティー活動
台灣千住電子股份有限公司　2023.6　 20名

地域清掃活動
Senju Manufacturing Europe s.r.o.　2023.8　21名

都内公立中学校へのはんだ出張授業
本社　 2023.12

坂本地区クリーンロード作戦
関西事業所　 2023.12　 8名

興玉神社の清掃
関西事業所　 2023.5 / 2023.9　109名

地元イベントへの使用済み木製パレット提供
千住電子工業㈱　 2023.5

地域清掃活動
千住金属（上海）有限公司　2023.10　 6 名

もおか環境パートナーシップ会議
栃木事業所　 2023.5　66名

砂鉄川へのヤマメ稚魚の放流
千住電子工業㈱　2023.10　7名

献血活動
台灣千住電子股份有限公司　2023.7　5 名

都内公立中学校 職場体験学習
本社　2023.7

地元公園周辺の清掃
関西事業所　2023.8　 13名

高校生未来の職業人育成事業への支援
栃木事業所　2023.8

地域清掃活動
中部事業所　2023.11 / 2023.12　10名

地域清掃活動
天津千住電子有限公司　2023.1～12　4名

貧困地区への図書・衣服の寄贈
天津千住電子有限公司　2023.1～12　 71 名

石崎浜ビーチクリーン
千住技研㈱　2023.7　11名

ビーチクリーン活動
台灣千住電子股份有限公司 / 日商千住金屬工業股份有限公司高雄分公司　2023.4　29名

海岸清掃活動
栃木事業所　 2023.9　38名

ビーチクリーン活動
Senju(Malaysia)SDN.BHD.　 2023.12　58名

マングローブ植林活動
Senju (Thailand) Co., Ltd.　 2023.10　27名

森は海の恋人植樹祭
千住スプリンクラー㈱　2023.6　17名

果樹の寄贈
Senju Solder (Phils.) Inc.　2023.2

森林保護区での清掃活動
Senju Comtek Corp. / Senju America Inc.　2023.7　 11 名

植林活動
千住金属（恵州）有限公司　2023.3　 8名

荒川水辺サポーター
本社 / 草加事業所 / ㈱産業分析センター　 2023.7 / 2023.11　18名

里山保全ボランティア
関西事業所　 2023.7 / 2023.11　16名

寄付活動
寄付先 拠点 時期

ライチョウ基金・希少動物保全基金への寄付 千住システムテクノロジー㈱ 2023.2

フードパントリーへの寄付 Senju Comtek Corp. / Senju America Inc. 2023.11

貧困支援団体への寄付 Senju Comtek Corp. 2023.12

トルコ地震災害支援寄付 日商千住金屬工業股份有限公司高雄分公司 2023.2

障がい者団体への寄付 台灣千住電子股份有限公司 2023.5

女性支援団体への寄付 台灣千住電子股份有限公司 2023.10

教育事業支援寄付 千住金属（恵州）有限公司 2023.6
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千住金属工業(株)本社ビルの一角にある石洞美術館の館内はグレーを基調とした
シックな空間で、スロープで1階と2階の展示室をつないだ作りになっています。

公益財団法人

美術工芸振興佐藤基金
人々の「こころ」にはたらきかけ、幸福につなげるもの。言葉の違いをこえ、国際的な相
互理解を深めるもの。美術工芸にはその力がある…名誉会長・佐藤千壽のそんな思い
によって、財団法人美術工芸振興佐藤基金は1979年に設立されました。設立以来、分
野や国内外を問わない美術工芸に対する研究・創作への助成、地域に根差した美術館
運営、工芸作家への支援などで美術工芸文化を支え、広めることに注力してきました。
そんな財団45年のあゆみをご紹介します。

Topics

助成事業

国際間の文化交流と相互理解の促進、我が国の文化向上を
目的に設立された財団は、美術工芸の調査研究・普及活動や
創作活動など、工芸のさまざまな分野に対して助成を行って
います。

Since 1980

いにしえの工芸技法の調査・再現や新しい技術の開発の助
成、展示会やシンポジウムへの協賛、工芸品の図録制作や復
元費用の補助など、幅広い支援で美術工芸文化の発展を支え
ています。

伝統工芸日本金工展

文部科学大臣賞
紫銅盛器「吹」／松本育祥

石洞美術館賞
象嵌花器「架」／村上浩堂

東京都教育委員会賞
Halloweenの釜／般若佐伎

伝統工芸日本金工展は、日本古来の鋳金、鍛金、
彫金などの金属工芸の保存と発展を願い、現在の
生活に則して創作された作品を募り、広く一般の
方々に鑑賞していただくとともに批評を仰ぐことを
目的とした、1970年から続く歴史ある展覧会です。
当財団は2012年の第41回から日本工芸会ととも
に主催に名を連ねており、石洞美術館は開催会場
の一つとなっています。

Since 2012

能登半島地震における伝統工芸作家への支援

２０２４年１月に発生した能登半島地震は、さまざまな工芸文化が残る能登地方に甚大な被害をもたらしまし
た。生活の復興もままならない状況が続けば、伝統技術の存続が危うい…そんな声を受け、日本工芸会石川
支部を通じて伝統工芸の保護、技術継承のための義援金を担い手の方々に送りました。これからも能登地方
に根付いた伝統工芸を守るための支援を続けていきます。

In 2024

所在地　 ： 東京都足立区千住橋戸町２３番地
開館時間 ： 展覧会開催中の午前10：00～午後5：00（入館は午後４：30まで）
入館料     ： 大人500円　学生300円
                 ※小学生以下（要引率者）、65歳以上、障がい者手帳をお持ちの方は無料

休館日     ：月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日休館）

地域5カ所の文化施設でコンサートやパフォーマンスをお届けする「コンサートinミュージ
アム」(主催：公益財団法人足立区生涯学習振興公社)に石洞美術館も参加しています。
石洞美術館では美術作品とともに音楽を楽しめるとあって、人気を博しています。

コンサートinミュージアム

•  美術工芸の調査研究および創作活動の 
奨励・助成・表彰

•  美術工芸品およびその関連資料の収集公開

•  国際間の文化交流、相互理解の促進 
および文化の向上

設立： 1979年5月
※2012年に公益財団法人として認定

若手金工作家奨励 淡
た ん

水
す い

翁
お う

賞
しょう

当財団は千住金属工業を母体としていることから、特に金属
工芸への支援に力を入れてきました。その一環として、若手の
金工作家を奨励するために当財団が1983年に創立したのが
淡水翁賞です。若手金工作家の登竜門として、またジャンルを
問わず金属を用いて作品を制作する作家に与えられるユニー
クな賞として、注目される存在です。

Since 1983

石洞(せきどう)美術館は、2006年4月に千住金属
工業の本社社屋の一画に開館しました。所蔵品は
創建者佐藤千壽の収集品を核としており、美術館
の名称は佐藤の雅号「石洞」に由来しています。展
示室は車椅子で来場された方でも楽に移動できる
ようゆったりとしたスペースを取っています。世界
各地のやきもの、茶の湯釜、仏像、漆器、青銅器な
どを中心に、企画展を定期的に開催しています。

石洞美術館 Since 2006
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環境ビジョン2050による
ゼロエミッション社会実現
への取り組み

1 低炭素社会の実現
温室効果ガスゼロ社会への挑戦

企業活動における省エネルギー化の推進

2 循環型社会の実現
資源循環による地球資源の保護

3 自然共生社会の実現
生物多様性の保全と、環境リスクのある
有害な化学物質使用ゼロ社会への挑戦

第二次環境プラン
（2020年度～2030年度）

カーボンニュートラルに
向けた取り組み

2013年度のCO2排出量（17,328 t-CO2）の
25%分を2030年度までに削減

製品リサイクル推進
3R※材料を100%使用した製品の開発

有害性化学物質の使用量ゼロ
人体と環境に影響を及ぼす化学物質の使用量ゼロ

生物多様性の保全
環境保護活動による生物多様性の保全

※3R=Reduce（発生抑制）、Reuse（再利用）、Recycle（再資源化）

3つの社会の実現を目指して

千住金属工業グループは、地球温暖化・酸性雨・土壌
汚染、水質汚濁などの地球環境問題に取り組むことが、
人類の生存基盤に深く関わる重要な課題であり、人
類共通の使命であることを認識しています。事業活動を
通じたゼロエミッション社会の実現に取り組み、持続
可能な社会の構築に貢献します。

環境ビジョン2050

環境

環境管理体制
千住金属工業グループでは、地球環境への負荷を軽減する

ために必要な措置を講ずる組織として環境委員会を設け、公
害防止や環境保全に関する計画の策定、計画実施についての
審議などを毎月行っています。また、経営会議で毎年環境のリ
スクと機会を特定し、それに基づいた環境活動方針を定めて
います。

環境マネジメントシステム
千住金属工業グループでは、環境活動の指針となる環境
理念と環境方針を定めています。国内・海外の計18拠点で
ISO14001を取得し、それに基づいて環境マネジメントシステ
ムを構築し、PDCAサイクルを回しています。
また、環境に関する重点テーマ4項目（温室効果ガス削減、
廃棄物削減、有害性化学物質の削減、自然保護活動）につい
て、国内・海外の各拠点・各部署が毎年目標と行動計画を定
め、環境負荷低減に向けた活動を推進しています。

環境リスク
千住金属工業グループでは、気候変動問題や廃棄物による
汚染などさまざまな環境リスクを把握し、環境事故・汚染事故
の未然防止のために厳しい自主管理基準を定め、対策を行い
運用しています。また、緊急事態が発生した場合に備え、被害
を最小化するために緊急事態対応訓練を年1回行っています。
2023年度、環境事故・汚染事故は発生していません。今後も
環境事故防止対策を継続していきます。

環境教育
従業員の環境への意識向上と環境マネジメントシステム

の維持向上のために、環境一般教育（年1回）、ISO14001教育
（随時）、廃棄物管理教育（随時）、緊急事態対応教育（緊急事
態対応訓練時）などの環境教育を実施しています。

環境監査
環境関係の測定や届出が確実に実施され問題がなかった

か、法令で必要な対応が十分に取られているかを確認する環
境法令順守評価を年2回、ISO14001の有効性を確認する内部
監査を年1回、順守評価者や関係部署長が実施しています。

環境体制図

社　長

環境委員会 防災委員会安全衛生委員会

環境対策部署

CSR推進本部

海外拠点国内拠点
依頼 依頼

報告

提案

指示
緊急時
報告

経営会議 執行役員

　TDK株式会社様より、「2022年度サプライヤ環境表彰」を2023
年に受賞しました。
　同社は2020年より全世界のサプラ
イヤ約500社を対象に環境表彰を実
施されており、CO₂削減や廃棄物削減
をはじめとした環境負荷低減・削減に
貢献し、かつ情報開示に協力的なサ
プライヤを表彰されています。
　2022年度環境取り組み調査の結
果、当社の再生エネルギー導入の背
景・比率、今後の展開を高くご評価い
ただき今回の受賞に至りました。

TDK サプライヤ環境表彰 受賞 

TOPICS

千住金属工業グループは、地球環境保全が人類共通の使命であると認識しています。この使命のもと、持続
可能な社会の実現に向けて、地球環境と事業活動との調和を図り、豊かな自然と多様な生態系を守ること
に全力を尽くします。

環境方針

基本方針
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原材料
給水量

12,010t
387,274㎥

42,070MWh
1,412k㎥

30t
19kl
34kl
97kl
38kl
700t

電力量
都市ガス
LPG
A重油
灯油
ガソリン
軽油
化学物質

温室効果ガス
（Scope1）
（Scope2）
計

3.71千t-CO2
1.01千t-CO2
4.72千t-CO2

排水量
BOD
COD
化学物質

383,401㎥
1t
1t
19t

廃棄物として
最終的に
処分された物量

再資源化
最終廃棄物処分量

リサイクル事業者
へ売却

再生材に使用

INPUT OUTPUT

883.6 t
2.7 t

出荷先での使用

出荷

回収

2.7t886.3t
総廃棄物量

事業活動

※PRTR届出対象

※PRTR届出対象

環境負荷マテリアルバランス

マテリアルバランスでは、事業活動
全体における物質やエネルギーなど
の投入量（INPUT）と環境負荷物質
の排出量（OUTPUT）を把握し、事業
全体としての環境負荷状況を端的に
表しています。
千住金属工業では事業活動の結

果約880ｔ超の排出物が発生していま
すが、さまざまな取り組みにより、最終
的な廃棄物量を2.7ｔまで削減してい
ます。

CO2の排出削減活動を行っていくに当たり、正確
に活動状況を評価するために、現在の自社の排出
量を正確に把握する必要があります。
ここで用いるのが、Scopeという視点です。GHGプ
ロトコルという国際基準によって規定されており、排
出量を測定する範囲によって３種類に分類していま
す。

Scope1 
自社での燃料の使用（例：自家発電→重油などの燃焼、
車の使用→ガソリン・軽油の燃焼）。

Scope2 
自社が購入した電気・熱などのエネルギーの使用に伴う
間接的な排出（例：電力会社の電気使用）。

Scope3 
Scope1、2以外の原材料調達・物流・販売などバリュー
チェーンで発生する自社の事業活動に関連した他社の排出。
15のカテゴリに分類される。

上流（8カテゴリ） 自社 下流（7カテゴリ）

Scope3 Scope1

①購入した原材料や
   サービス

⑨輸送・配送

⑪製品の使用

⑫製品の廃棄

②資本財

④輸送・配送

燃料の燃焼 電気の使用

Scope3Scope2  

CO2排出量算出の仕組み

温室効果ガス排出量の削減（Scope1、Scope2）

　千住金属工業グループでは、製造工場における作業効率の
改善や空調機・変圧器などの機器更新といった企業活動の省
エネルギー化のための活動を実施し、また、購入電力の、再生
可能エネルギー由来電力への切り替えを推進しています。
　2023年度は、省エネルギー化活動の成果として320t-CO₂相
当の削減を達成しました。また、購入電力については新たに2拠
点において再生可能エネルギー由来電力への切り替えを実施
し、2023年6月以降国内全製造拠点での切り替えを完了しまし
た。これにより、営業拠点も含めた国内グループ全拠点の購入
電力の再エネ切り替え率は、99.3％となりました。 上記活動を通
じて2023年度のScope1、２の排出量は4.72千t-CO₂（第三者保
証済）となり、2022年度より約2千t-CO2の削減となりました。

20232019 2020 2021 2022 （年度）

400

350

300

250

200

0

319.84 304.94
270.30

291.82

369.12

（t-CO₂）

温室効果ガス削減量 実績

温室効果ガス排出量の削減（Scope3）

　千住金属工業グループでは、温室効果ガス排出量Scope３
の算出に取り組み、はんだ部門および軸受部門のカテゴリ１
（購入した製品やサービス）の算出を完了しました。排出量は
Scope１および２の合計量4.72千tを大きく上回る165.65千tと
なっております。
　両部門で購入品全体の約92%を占めており、残る約8％の
産機部門および副資材などについて、引き続き算出に取り組
んでおります。
　排出量の内訳としては大半がはんだ部門からのものとなっ
ており、ほぼ全てを金属材料の地金が占めます。今後、地金由
来の排出量削減のため、リサイクル材使用率の向上に一層注
力します。

Scope別CO2排出量

Scope１ 3.7千t-CO₂3.7千t-CO₂

Scope２ 1.0千t-CO₂1.0千t-CO₂
Scope３
カテゴリ1 165.6千t-CO₂165.6千t-CO₂

Scope１

Scope2

Scope３
カテゴリ1

2023年国内拠点 再生エネルギー切り替え状況
排出量 削減量 削減率

1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月
60
65
70
75
80
85
90
95
100
105

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

（t-CO₂） （％）

84.3%84.3%

93.4%93.4%

99.1%99.1% 99.3%99.3%

   

環境

千住金属工業グループでは、地球温暖化の防止・緩和のために、事業活動に伴う環境負荷を定量的に監
視・計測することで、エネルギー使用量と温室効果ガス排出量を把握し、省エネルギー化およびCO2排出量
削減活動を推進しています。

温室効果ガス削減

基本方針

拠点 取り組み事例 削減実績
(t-CO₂）

本社 ・空調室外機への遮光ネット設置 17

栃木事業所 ・ガス炊きボイラーの運転見直し 
・照明 LED化 91

千住電子
・空調室外機フィン清掃 
・窒素発生装置、
  コンプレッサの運転見直し

46

千住技研
・養生槽の断熱材変更 
・空調室外機フィン清掃と周辺への散水 
・窒素発生装置更新

134

主な改善取り組み事例
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廃棄物排出量削減の取り組み

千住金属工業グループでは、2013年から廃棄物排出量削
減の取り組みとして、はんだリサイクルやプラスチック副資材の
回収、軸受製品のスクラップ再生などを実施しています。2016
年度以降、99%を超えるリサイクル率を毎年達成しています。
これまで最終廃棄物となっていたビンや砥石くずのうち、ビ

ンなどのガラスくずについてはリサイクル業者の選定が完了し、
2023年実績で約2.7tがリサイクルされました。　
砥石くずなど、現在も最終廃棄物となっているものについて

もリサイクル業者の選定を今後も継続し、さらなるリサイクル率
向上を目指します。

2023年度
総廃棄物量

886.3t886.3t

金属くず 56.3%（499.17 t）56.3%（499.17 t）

廃油 18.6%（164.60 t）18.6%（164.60 t）

その他 9.6%  （84.66 t）9.6%  （84.66 t）

汚泥  （38.53 t）4.3% （38.53 t）

紙 5.5% （48.61 t）5.5% （48.61 t）

廃プラスチック 5.7% （50.73 t）5.7% （50.73 t）

国内拠点　廃棄物量の内訳 国内拠点　総廃棄物量とリサイクル率の推移

海外拠点データと取り組み

千住金属工業グループの海外拠点においては、国内拠点と
同様、環境に関する重点テーマ4項目（温室効果ガス削減、廃
棄物削減、有害性化学物質の削減、自然保護活動）に基づい
た環境活動を推進しており、製品容器や梱包材の回収とリサイ
クル、製造設備の稼働管理による電力使用量削減などを行っ
ています。各海外拠点と年1回ミーティングを行い、年度計画
および取り組みを把握し、各地域や状況に応じた環境保全へ
の取り組みを促進しています。

海外拠点　総廃棄物量とリサイクル率

0

100

200

300

400

0

20

40

60

80

2023 （年度）2019 2020 2021 2022

288288

77.277.2

総廃棄物量総廃棄物量

326326
76.076.0

304304

77.777.7
66.2

322322 263263

79.379.3（t） （%）

リサイクル率

千住金属工業グループのはんだリサイクルシステム

　千住金属工業グループでは、約40年前から関連会社である
株式会社髙橋合金と連携し、はんだリサイクルに努めてきまし
た。2000年代に登場した鉛フリーはんだにより、はんだはそれま
での錫-鉛の二元素から錫-銀-銅の三元素の時代に入り、現在
ではさらに多元素化が進みました。それに伴い、はんだのリサイ
クルも多元素に対応した設備が求められるようになり、有害物質
の発生を極限まで抑制した特殊技術と、独自の精錬方法により
高純度のはんだを再生できる、はんだリサイクルシステムを開発
しました。近年、はんだリサイクルの重要度が増しており、ここ数
年でリサイクル量も倍増し、今後も増え続ける見通しです。
　千住金属工業グループでは、鉱物リサイクルがまだ一般的で
ない時代から、材料メーカーとして「つくる責任」を果たしてきまし
た。これからも、限りある鉱物資源の有効活用・大気汚染抑制と
いったサステナブルな社会の実現のため、不用となったはんだ
製品を自ら回収しリサイクルするシステムのさらなる発展と、さら
に多元素化していくはんだのリサイクル実現に向け、積極的に人
的資源や技術への投資を推進していきます。

回収

再利用

再生

リユース材
リサイクル材

新規材

購入
リサイクル材

再生材使用率

1月～3月 4月～6月 7月～9月 10月～12月
0

20

40

60

80

100
（％）

74.1% 72.6%
55.3% 64.9%

再生材使用率（2023年）

00 881881
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

00

（年度）

（kg）（kg） 化学物質移動量化学物質移動量化学物質排出量化学物質排出量

2022

19,18219,182

2023

15,15015,150

2020
00

14,84114,841

2019
00

14,84614,846

2021

21,48921,489

PRTR法指定化学物質の排出・移動量の推移

PRTR法指定化学物質の排出・移動量
千住金属工業グループでは、化学物質排出把握管理促進　
法（PRTR法）にのっとり、届出対象化学物質の排出量と移動量
を把握し、毎年報告を行っています。2023年4月に、対象物質
変更や追加があり、移動量として881kgを計上しました。

土壌・地下水の汚染対策
千住金属工業グループでは、土壌・地下水の汚染対策のた

め、下記の取り組みを行っています。
また、緊急事態対応訓練や汚染水の流出防止のためのリス

ク教育などを行い、汚染防止に努めています。

土壌 自主的な成分分析（年1回実施）

水質・
地下水

最終排水口と地下水の点検（残留塩素、pHなど、
毎日実施）
排水と地下水の成分分析・測定（毎月実施）

雨水 自主的な成分分析（年2回実施）

100

（年度）
0

200

400

600

800

1,000
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1,400

40

20

0

60

80

総廃棄物量

（t） （%）

再資源化量

99.7 

2023

リサイクル率

2015 2016 2017 2018 2019

96.5
99.9 99.999.999.9 99.4

2020

99.9 99.7 

2021 2022

883.6883.6886.3886.3

967.3 1,071.8

933.1 1,070.7

1,260.9

1,259.7

1,297.2

1,296.3

1,149.7

1,148.9

940.6

935.4

1,126.91,126.9

1,125.71,125.7

1,120.11,120.1

1,116.81,116.8

製品の梱包や
出荷に再利用

日本からの中間材料

箱・パレット・梱包材

中間材料 製品

環境

千住金属工業グループでは、3R（廃棄物の発生抑制、再利用、再資源化）の考え方を基本に廃棄物削減・リ
サイクル活動を推進しています。

廃棄物削減・リサイクル

基本方針

有害性化学物質の削減
千住金属工業グループでは環境マネジメントシステムに基づいた化学物質の管理を行っています。特に、
環境負荷の大きな化学物質については、使用量削減や使用禁止など、計画に沿って実行しています。また、
削減目標を毎年定め、重点的に取り組んでいます。

基本方針
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2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度
従業員数

国　内　※（　）内は短時間従業員数 1,747人 1,761人 1,626人 1,638人 1,617人
男　性 1,168人 1,164人 1,113人 1,115人(1人) 1,103人(1人)
女　性 579人 597人 513人 523人(55人) 514人(51人)

海　外　※（　）内は短時間従業員数 631人 596人 622人 566人 573人
男　性 336人 310人 320人 285人 293人
女　性 295人 286人 302人 281人 280人(2人)

　計　※（　）内は女性比率 2,378人(36.8％) 2,357人(37.5％) 2,248人(36.3％) 2,204人(36.5％) 2,190人(36.3％)
正社員数

国　内 1,259人 1,293人 1,314人 1,341人 1,342人
男　性 949人 956人 971人 978人 965人
女　性 310人 337人 343人 363人 377人

海　外 516人 438人 576人 539人 528人
男　性 293人 245人 300人 275人 268人
女　性 223人 193人 276人 264人 260人

　計　※（　）内は女性比率 1,775人(30.0％) 1,731人(30.6％) 1,890人(32.8％) 1,880人(33.4％) 1,870人(34.1％)
契約社員数

国　内 488人 468人 312人 297人 275人
男　性 219人 208人 142人 137人 138人
女　性 269人 260人 170人 160人 137人

海　外 115人 158人 46人 27人 45人
男　性 43人 65人 20人 10人 25人
女　性 72人 93人 26人 17人 20人

　計　※（　）内は女性比率 603人(56.6％) 626人(56.4％) 358人(54.7％) 324人(54.6％) 320人(49.1％)
従業員以外の労働者数

派遣社員 － － － 232人 315人
管理職

国　内 123人 128人 184人 196人 178人
男　性 116人 119人 167人 177人 158人
女　性 7人 9人 17人 19人 20人
女性管理職比率 5.7％ 7.0％ 9.2％ 9.7％ 11.2％

海　外 116人 85人 97人 86人 93人
男　性 74人 47人 55人 46人 58人
女　性 42人 38人 42人 40人 35人
女性管理職比率 36.2％ 44.7％ 43.3％ 46.5％ 37.6％

採用状況
男　性 47人 23人 60人 45人 40人
女　性 18人 19人 25人 30人 28人
　計 65人 42人 85人 75人 68人
離職率

（入社 3 年後） 16.9％ 17.6％ 13.5％ 10.5％ 6.9％

各種休暇制度の取得状況（単体）
平均有給休暇取得日数／年（日） 8.5日 9.1日 11.1日 13.6日 13.5日
有給休暇取得率 62.5％ 58.2％ 56.9％ 77.0％ 76.4％
育児休業取得者数 10人 22人 14人 24人(8人)※2 8人
育児休業復職率 100％ 100％ 93％ 100％ 88％
男性従業員の育児休業等の取得率※1 － － － 10.5％ 22.2％
介護休業取得者数 0人 1人 1人 3人(2人)※2 0人
介護休業復職率 100％ 100％ 100％ 100％ －

労働時間（単体）
平均所定外労働時間／月（h） 14.4時間 9.0時間 11.5時間 11.2時間 10.4時間

障がい者雇用（単体）
障がい者雇用人数 16人 16人 17人 14人 16人

障がい者雇用率　※（　）内は法定雇用率 2.1％(2.2％) 2.0％(2.3％) 2.2％(2.3％) 1.9％(2.3％) 1.6％(2.3％)

従業員データ

※1　1月1日〜12月31日までの育児休業等の取得割合（育児休業等を取得した男性従業員の人数/配偶者が出産した男性従業員の人数）を算出しています。
※2　育児休業取得者数および介護休業取得者数の（　）内は2022年4月1日〜12月31日までの取得者数

環境データ
2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

CO₂ 排出量
Scope 1（千 t-CO₂） 4.00 3.35 3.57 3.05 3.71
Scope 2（千 t-CO₂） 18.15 17.33 17.68 3.75 1.01
　合　計 22.15 20.67 21.25 6.81 4.72

電力量
電力使用量 (MWh) 41,233 41,083 42,663 42,437 46,551
自家発電量 (MWh) 4,409 3,437 3,952 3,053 4,481
電力購入量 (MWh) 36,824 37,646 38,711 39,384 42,070
再生可能エネルギー購入量 (MWh) 0 0 0 31,543 40,178
再生可能エネルギー利用率 0.0% 0.0% 0.0% 74.3% 86.3%

エネルギー使用量
原油量換算（kl） 6,830 6,665 7,046 6,754 7,902

廃棄物排出量・リサイクル資源量
国　内
　総廃棄物量（t） 1,150 941 1,127 1,120 886
　リサイクル量（t） 1,149 935 1,126 1,117 884
　リサイクル率 99.9% 99.4% 99.9% 99.7% 99.7%
海　外
　総廃棄物量（t） 322 263 326 304 288
　リサイクル量（t） 213 209 248 236 222
　リサイクル率 66% 79% 76% 78% 77%

PRTR 法指定化学物質
化学物質排出量（t） 15 15 15 21 19
移動量（t） 0 0 0 0 0.9
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 日本
株式会社産業分析センター
千住スプリンクラー株式会社
千住電子工業株式会社
千住技研株式会社
千住システムテクノロジー株式会社

 アメリカ
Senju America Inc.　
Senju Comtek Corp.
Senju Fire Protection Corp.

 ヨーロッパ（ドイツ、チェコ）
Senju Metal Europe GmbH
Senju Manufacturing Europe s.r.o.

 アジア
Senju (Malaysia) Sdn. Bhd.
Senju Trading (M) Sdn. Bhd.
Senju (Thailand) Co., Ltd.
Senju Solder (Phils.) Inc.
北京千住消防器材有限公司
天津千住電子有限公司

上海千寿企業管理咨詢有限公司
千住金属（上海）有限公司
千住金属（惠州）有限公司
千住金屬（香港）有限公司
千住電子材料（香港）有限公司
台灣千住電子股份有限公司
日商千住金属工業股份有限公司 高雄分公司
韓國千住金属株式會社

主要関連会社一覧会社概要

設　立  1938年4月15日
本社所在地  〒120-8555 東京都足立区千住橋戸町23番地
代表取締役社長  鈴木 良一

千住金属工業株式会社 ／ 千住金属工業グループ
SENJU METAL INDUSTRY CO., LTD.
DUNS# 690663091

草加事業所 関西事業所 西脇工場中部事業所栃木事業所 松山工場 栃木事業所 鬼怒ケ丘工場

国内事業所

公式Instagram

本社

千住システムテクノロジー千住技研千住スプリンクラー産業分析センター 千住電子工業

国内関連会社

千住金属工業グループ
千住金属工業株式会社　CSR部

「SMIC CSR Sustainability Report 2024」をお読みいただき、ありがとうございます。
今号より、これまでのCSRレポートからCSRサステナビリティレポートへとタイトルを変更し、幅広いステークホルダーの皆さまに対して、

SMICグループの持続可能な社会の実現に向けた取り組みをご紹介する内容にリニューアルいたしました。また今号の特集では、環境にや
さしいSMICグループの事業として、環境問題に対して「今」、企業に求められていることに向き合った製品を取り上げました。SMICグループ
ならではの価値創出事例をご紹介することで、ステークホルダーの皆さまの安心や信頼につながれば望外の喜びでございます。

これからもESG（環境・社会・ガバナンス）への取り組みを通じて、持続可能な社会に貢献してまいります。引き続き、千住金属工業グ
ループへのご支援を賜りますようお願い申し上げます。

編集後記

うち製造拠点
10 カ所

   カ所

アジア

うち製造拠点
11 カ所

　カ所

日本

うち製造拠点
1 カ所

 カ所

ヨーロッパ

うち製造拠点
3 カ所

     カ所

アメリカ

千住金属工業株式会社

栃木事業所（栃木県真岡市）
　松山工場／鬼怒ケ丘工場
草加事業所（埼玉県草加市）
中部事業所（愛知県瀬戸市）
関西事業所（兵庫県西脇市、多可郡）
　西脇工場／中工場

国内事業所

仙台オフィス（宮城県仙台市）
北上オフィス（岩手県北上市）
郡山オフィス（福島県郡山市）
瀬戸事業所（愛知県瀬戸市）
松本オフィス（長野県松本市）
富山事業所（富山県富山市）
草津オフィス（滋賀県草津市）
姫路オフィス（兵庫県姫路市）
関西特別営業開拓室（兵庫県・中工場内）
福岡オフィス（福岡県大野城市）

国内営業拠点

事業内容
●  金属の溶解、合金、鋳造、展伸、加工品の製造・販売
●  金属の粉末および軸受の製造・販売
●  はんだ付け用溶剤ならびに接着剤の製造・販売
●   はんだ付け装置の製造・販売
●  消火装置部品の製造・販売（関連会社事業）
●  前記に関連する機械設備の製造・販売
●  社内派遣業

事業規模
売上高（連結）  1,191億円（2023年1月1日～2023年12月31日）
資本金（単体）  4億円（2024年1月1日）
従業員数（連結）  2,190人（2023年12月31日時点）
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会社概要・ネットワーク


